
件名：平成 30 年度 第 1 回道の駅「北条公園」運営連絡協議会

日時 平成 30 年 6 月 18 日(月) 午後 7時から 8時 30 分まで

場所 北栄町中央公民館 2階 大研修室

内容

・役員選出について

選出方法について、「事務局案を」との声あり、事務局より前副委員長退任に伴うも

のであり、「引き続き商工会選出の北野委員を副委員長とすることを提案する。」と

のことで、全員の了解を得た。

北野副委員長

・協議会の役割について

役員の変更もあり、再度、協議会の役割、位置付け、流れを別紙１、別紙２の資料

により説明した。

・経過報告について

(事務局)

レジメ 3 ページ（経過報告）、別紙３（コンセプト等）施設の老朽化に伴い課題が

増えている。女性とこどもが楽しめる施設、農業のやる気創出、交通の要衝での

来客を見込む計画を策定中であることについて説明した。

基本構想はまだ、完成していない。まずは、基本構想を完成させることが第１の

仕事である。みなさんにご理解いただいた後で、実施の計画に向けて踏み込んでい

くこととなる。

・アンケートトについて

(事務局)

アンケートについては、誘導するような質問とならないよう選択制でなく自由記載

を多くしたが、答えにくいとの声が多くあった。

4 月末から 1 か月間行い、回収率については、34.6%で別添の資料について説明を行

った。道の駅の計画を知らない方が半数あり、アンケートにより、計画を PR するこ

とができた面はある。

キャンプ場より、農産物・特産物・加工品の施設を望む意見が多かった。

大栄道の駅について、新鮮な野菜、切り花があることが特徴で日常的に活用でき

てよいとの声があった。

子育て世代の子どもが遊べる施設、お孫さんと遊べる施設の要望があった。

アンケートを踏まえ、コンセプト等を必要に応じて修正していく。

(委員 1)

小学校が極端に少ないが？

(委員 2)

北条小学校でも子どもがアンケートを持って帰ったが、回収箱がなかったと思う。
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(事務局)

学校に相談したところ、 回収箱をおくと乱雑になるとのことで、担任の先生に配

って回収していただく方法をとった。

(委員 2)

学校におくことが書いてあればよかったが、アンケートの裏に回収先が役場大栄庁

舎、北条支所となっていたために、難しかったのではないか。

(事務局)

今後は十分注意し、方法については検討する。

(委員 3)

アンケートの質問は単純に「どのような施設がほしいか？」だけでよかったのでは

ないか。

(委員 4)

年齢的なバランスは良い感じで取れていると思う。

(委員 1)

複数回答している人もあるのではないか。そのあたりはどうかと思う。

(事務局)

会合の関係上、複数での回答はあるかもしれないが、ある程度の信ぴょう性はある

と思われる。

34.6%の回収率で、年齢層も適度に回収できており、ある程度成功したと考えている。

(委員 1)

もう少し、子どもの意見、保護者の意見、若い人の意見を聞きたい。

自分達のような高齢者のことはあまり重視しなくてよい。

予算をつけて、プロの方が解析する方法でやるべきだが、お金もないことであるので、

役場で考えないといけないことになる。

(委員 5)

その場で、「どういう遊び場がいいか？」のようなものだけで、よいでないか。

1 分でかけるようなものでよい。

持ち帰るとどうしても、回収できなくなる。

(事務局)

いろいろな年齢層があるために、年齢層を書いていただいて集計し、ターゲットを

絞り、ニーズの把握をしている。このアンケートについては、一旦締めるべきだと

考える。

(委員 2)

中学生の意見も聞いてもいいかなと思う。少し大人になった考え方が変わった意見が聞

けるのでないか。

(事務局)



アンケートを追加することもあるかもしれないが、アンケートをとって、次にどう活か

すかも委員さんで検討していただきたい。そうでないと、またアンケートをとっても進

まなくなる。

(委員 1)

その前に、何のために整備するかを聞きたい。

(事務局)

一番最初に戻る。山陰道の整備にあたり、結節点では様々な通行の動きがあるため、

通過点にならないように検討している。

(委員 1)

お金を落としてもらわないと話にならない。それを言わないといけない。

(事務局)

その点も一つではあるが、それ以外の賑わい創出等の効果もある。

にわとりが先かたまごが先かでないが、農業の発信、子どもの遊び場、店舗等

のいろいろなニーズがあるので、アンケートを踏まえて、計画の中で考えていく。



(委員 1)

私もそう思うが、子どもの意見が少ないので議会がどう感じるか心配している。

(委員 6)

子どもだけのアンケートは、今は必要ないと思う。構想の段階では大まかなことにな

るので、もう少し計画が進んだ段階で、具体的に何があればよいか聞いたほうが、

子どもたちが創った施設として、行ってみたいという気持ちになるのでないか。

(委員 3)

地域の特色を出したものをまず構想を作っていただいて、その構想に対して意見を

取り入れていく方法でないと前に進まないと考える。

(委員 5)

こどもがどこかに行こうと言っても、連れて行くのは親なので、親の意見が重要と

思う。

(委員 7)

参考までに、中学生の方が道の駅だけでなく、地域全体でどのように活用して

いい町をつくっていくか検討された例はある。

(事務局)

資料については、明日の議会特別委員会に提出する。その中でアンケートをとる必

要があると判断されれば、計画を進めながらアンケートを検討する。

また、個別に子どもの意見を聞いた方がいい部分等があればその部分についての

子どもの意見をきいていきたい。

(委員 1)

議会の予算が 3 月に認められなかったことを心配する。

(事務局)

町としても最低限の調査費用を計上している。職員で資料作成している状況では進

まないため、丁寧な説明を議会へ行っていく。

概要版については、アンケートを踏まえて修正が必要と考えるので、資料の赤い部

分を含めて皆さんからご意見をいただきたい。

構想をもって具体的な計画を検討していきたい。

(委員 1)

うどん屋等があるか、利益はあるか。赤字とかどうか認識しておきたい。

どうか？

(委員 3)

内容までわかりませんが、ある程度のビジネス手法を持ってテナントに入って

おられるし、利益がでなければ工夫もされる。そこまでは心配することでない。



(事務局)

経営されている方について、継続の意思、道の駅のあり方について意見を伺ってい

きたいと考えている。

(委員 1)

住民説明会はいつか？構想が固まる前に、弓原浜の説明会をしてほしい。

(事務局)

構想が固った後でと考えている。

(委員 1)

できてから説明されても、意見をいっても変わらない。

(事務局)

「このような形で進めてますよ。」「住民の方のご意見がもしあれば教えてください。」

という程度であれば説明させていただく。

→田井、大野については説明は特別には必要ないとのこと。

(委員 4)

7 月に自治会長会があるので、アンケートをお願いした経緯もあり、地域座談会等の必要

性等について聞いてみたいと考える。

(委員 3)

砂丘まつりの花火はどうか？

(事務局)

今後のことは未定です。

【今後の予定】

(事務局)

次回、アンケートを踏まえて構想の修正を行う。

まずは予算を認めていただくことになるが、委員皆様に持ち帰って検討していた

だき、ご議論をいただきたい。そこで構想を完成させ、区切りをつけて、次の具体的

な計画に踏み込んでいきたいと考えている。

来月、基本構想のたたき台を委員さんにお示しする。ご意見をいただき、8 月に構想を

固める。

コンサルに委託し、立ち寄り率等を検討のうえ、計画の精度を上げていく。計画につい

ては、国交省等と協議しながら行うため 1~2 年かかる。

年 4 回程度を想定しているが、状況によって多少増えることはあるかもしれない。

引き続きご検討をお願いします。

９．閉会















【目 的（まちづくりビジョン（げんきなまちづくり）を実現すること）】北条砂丘（農業と自然）から北栄町を『元気』にすること

道の駅「北条公園」再整備について（案）

[概要]
名 称：道の駅 北条公園
登録日：平成５年11月24日
所在地：北栄町国坂1525番地92
立 地：国道９号及び国道313号の結節点に位置し、

国道を隔てて南北に施設を配置

[構成施設の現状]
構成施設：（北部）飲食店（うどん屋、焼肉屋、ジェ

ラート店）、直売所、オートキャ
ンプ場、トイレ

（南部）飲食店（定食屋）、直売所、コ
ミュニティ施設、大規模駐車場、
トイレ

入込客数：（平成17年） 86,334 人
（北・南）（平成27年） 44,719 人

（平成28年） 40,255 人

・施設の老朽化に伴う、入込客数減
・砂丘地活性化に繋がる交流の拠点の実現が困難

目的・コンセプト・テーマ

【コンセプト（目的を達成するために施設が担う役割）】地域に愛され北条砂丘の魅力に満ちた交流拠点

【道の駅】
・山陰道整備（高架化）に伴う、立寄率の減

少

・施設老朽化等に伴う、入込客数の減

・道の駅が南北に分断されることに伴う、滞
在時間の減（国道９号）

道の駅と周辺地域の課題

①女性と子どもが楽しめる仕組み作りによる女性と子どもの来場者数増
②農家がより意欲的に農業に取組める仕組み作りの実現
③オートキャンプ場をはじめとした構成施設整備による入込客数、宿泊者数増
④幹線道路の要所に位置し、大雪をはじめとする災害時の防災拠点

【テーマ（再整備全体で一貫して表現すること）】北条砂丘のめぐみ

北栄町の『元気』とは

『北条砂丘のめぐみ』とは

現在の北条砂丘を構成する魅力的なもの
自然、歴史、景観（※白砂青松）、農業、
人等

・農産物及び加工品生産者の生産・販売に
対する意欲が高まり、消費者が積極的に購
入したいと思える状態

・施設整備による観光客滞在時間の延伸に伴
う物理的・経済的な賑わいの創出が生まれ
る状態（アウトドア、宿泊施設）

道の駅「北条公園」の現状

〔特産物販売店〕

〔屋内体育福祉施設「希望の館」〕

再整備に期待する効果

【周辺地域】
・砂丘地の基幹産業である農業の衰退

農家数：1,160 → 882（△24％）
就農人口：2,559 → 1,688（△34％）
就農者60歳以上構成比率
北条地域71.9％ → 82％ 大栄地域60.6％ → 69.1％
※ 平成17年 → 平成27年の数値

・悪天候時の子どもの遊び場がない
・高齢者の買物困難
・大雪時の立ち往生

持続可能な道の駅の実現

道の駅北条公園：高規格道路（山陰道）の整備を起爆剤とした、町外からのお客様の入込みを充実
道の駅を起点とした町内への入込客の地域内循環、地域内交流を実現

北条砂丘の魅力に満ちた交流拠点とは（食・遊）

- 農業をしている方もこれからする方も「農業がしたくなる」（食） -
[要素]
・生産者と消費者が繋がる（顔が見え、評価を聞ける仕組み作りを実

現）
・ライフスタイルに合わせ、新しいことへの挑戦が可能
・農産物の味わいを発信・堪能することが可能
・所得向上を実現
・耕作放棄地減少を実現（新規就農者の増、耕作面積の維持・増加）等

- 多様な「アウトドア体験がしたくなる」（遊）-
[要素]
・多様なアウトドア体験が可能
・美しい海岸を活用した充実空間の実現が可能
・白砂青松と北条砂丘を堪能できる宿泊施設の使用が可能

道の駅「大栄」と「北条公園」の棲み分け・連携
道の駅「大栄」

○観光・文化の発信拠点
棲み分け

・青山剛昌ふるさと館に隣接し、

由良駅まで続くコナン通りの

玄関口としての観光拠点

・由良台場に隣接し、北栄町の
歴史や文化の発信拠点

- 歴史・文化、観光を通した交流拠点 -

○農業のまち北栄町の振興拠点

・町民の生活を育んできた北条砂
丘に位置し、北栄町の『農業』
を町内・外へ発信する情報発信
拠点

・農業に付随し、風車をシンボル
とした環境の循環型社会拠点

- 農業・環境を通した交流拠点 –
※大雪をはじめとする災害時の防災拠点

道の駅「北条公園」

- 農 業-（地域共通）

連 携
・道の駅「大栄」において、コナン通り、国史跡由良台場をはじめとする観光を楽しんだ後

は、道の駅「北条公園」で農業のまち北栄町の味覚を堪能。一日の終わりは、それぞれに
合った宿泊の形でゆったりと北栄町の一日を満喫。朝晩は、一面に広がる白砂青松に癒さ
れながら一人ひとりの充実空間を堪能。

道の駅「大栄・北条公園」の周遊性を実現
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